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割下水道シリーズ2 1MI蕊
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先月号では、下水道の整備

状況などを紹介しました。市

では、市民のみなさんが、快

適な生活が送れるよう、 さら

に豊かな自然を守るため下水

道を整備しています。でも、

効率的な下水道の運営には、

市民のみなさんの関心と理解

がとても大切です。そこで今

回は、市民のみなさんの役割

を、下水道の水洗化率をもと

に紹介します。
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水
洗
化
率
は
約
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
。

市
の
中
心
部
が
非
常
に
低
い
状
態

下
水
道
組
合
で
は
、
人
口
が
密
集
し
、
海
に
近

い
市
街
地
を
先
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
自
然
に
及

ぼ
す
影
響
を
、
早
く
和
ら
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
・
で
も
、
表
１
の
町
名
別
の
水
洗
化
率
を
見

て
く
だ
さ
い
・
水
洗
化
率
と
は
、
下
水
道
の
水
洗

ー

し
て
私
た
ち
人
間
を
育
て

送
ら
れ
て
い
る
水
は
、
こ

水
道
組
合
で
は
、
こ
の
水

た
め
、
家
庭
か
ら
出
た
汚

い
み
ち
…
下
水
道
』
づ
く

家
庭
か
ら
出
た
汚
づ
く こ
れ
た
水
を
処
理
す
る

れ
た
水
を
処
理
す
る

鴬鴬

り
を
進
め
て
い

繍鵬
の
澄
ん
だ
水
滴
の
集
ま
り
で
す
⑤

生

睾1

『
水
に
や
さ
し

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

を
守
り
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く

緑
が
水
を
育
み
、
水
が
緑
を
、
そ

て
く
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
に

噺
獅
鋤
鋼
蝿
織
燃
辮

可
能
な
戸
数
を
水
洗
に
な
っ
て
い
る
戸
数
で
割
っ

た
率
で
、
い
わ
ば
普
及
の
状
況
を
表
す
も
の
で
す
。

下
水
道
を
利
用
で
き
る
肚
帯
数
は
、
五
月
末
現

在
で
五
○
○
八
世
帯
で
す
が
、
そ
の
う
ち
利
用

し
て
い
る
の
が
三
，
一
二
九
肚
帯
だ
け
で
、
約
六

四
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
本
町
と
大
和
町
、
春
日
町
と
い
っ
た
市

の
中
心
部
が
、
非
常
に
低
い
水
洗
化
率
で
す
。
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鍔指
定
工
事
店
は
、
高
萩
・
日
立
市
、

十
王
町
の
五
六
店
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
市
内
の
指
定
工
事
店
は
、
次
の

《市内の指定工事店一覧表》順不同 蕊二
店
で
す
。

安良川920㈱神永工業所 a23 3131
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大和町1-29大松設備工業 a22 271]

有明町1 151鈴木電エイ’ 窓22-3()65

大勝工業(株)高萩営業所 ’ ｢手綱774 恋22 5443
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蕊設管理課で､;*水質を調べます



召汚れた水を下水道できれいにして流すのが、私たちの果たす役割です
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と
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安
良
川
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有
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東
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だ
ま
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川底をのぞくと､月
小石などが見えま

すね。では、みな

ﾉ」、ロノよこ〃4－ｼT2尺工

43
ⅥL J

I無

1〆Iヘダ

》
燭
蹄
此
率
Ｊ
Ｗ
半

出
‐
Ｆ
Ｔ
叫
仙
哺
鼎
門

１

平
叩
、
Ⅳ
坪
前

月
４
‐
」
‐
恥
‐
、
僻
珊
吋
畔

忍
織
溌

38
処理前処理後

すね。では、みな
瀞

さんの家庭から下水道の処理場に送ら

れてくる水はどうでしょう。底を見ら

れるのは、約2センチメートルの水深

で、透視度がとても低い状態です。こ

の水を下水道の処理施設を通して、海

へ放流するときの水の透視度は、約1

メートルになります。

下水道組合では、下水道法で規定さ

れている水質項目を分析しながら、下

水を処理して流すことで、川や海の環

境の確保に努めています。
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I
言
か
り
ま
す

無
利
子
の
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
の
利
用
を

家
庭
の
ト
イ
レ
な
ど
の
排
水
管
と
下
水
道
管
を

つ
な
ぐ
工
事
は
、
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
三
年
以
内
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
↑
卜
水
道
法
に
定
め
ら
れ
た
期
限
で
す
。

三
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
下
水
道
工
事
の
費
用
に

つ
い
て
、
表
２
の
よ
う
な
無
利
子
の
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
「
年
金
収
入

の
た
め
所
得
が
少
な
い
」
な
ど
、
家
族
の
年
間
収

入
の
合
計
額
が
、
二
百
一
七
万
円
以
下
の
世
帯
に

は
、
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
下
水
道
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
元
年
度
か
ら
三
年
度
に
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
地
区
の
み
な
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る
地
区
は
、
地
凹
の
示

す
斜
線
の
部
分
で
、
大
和
町
・
春
日
町
・
肥
前
町

の
一
部
と
、
高
浜
町
、
有
明
町
、
栗
本
町
で
す
。
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|日立･高萩･十王広域下水道組合32-5595

“籍…麓藤☆下水道が使える地区☆"縞……
#、
；｜は､無利子あっせん制度が

利用できる地区
〆

市
で
は
、
日
立
市
や
十
王
町
と
共
同
で
事
業
を

始
め
る
以
前
の
、
昭
和
五
七
年
度
か
ら
下
水
道
事

業
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
約
二
○
億
六
千

六
百
万
円
の
お
金
を
充
て
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
約
四
億
五
千
六
百
万
円
を
使
う
予
定
で
す
。

し
か
し
、
多
額
の
お
金
を
費
や
し
て
も
、
下
水

道
を
利
用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
何
の
効
果

も
上
が
り
ま
せ
ん
。
自
然
環
境
を
維
持
し
、
さ
ら

に
効
率
的
な
下
水
道
の
運
営
に
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
関
心
と
理
解
が
と
て
も
大
切
で
す
。

特
に
今
は
、
下
水
道
を
使
っ
て
い
な
い
残
り
の

一
、
七
八
九
世
帯
の
利
用
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

家
屋
の
所
有
者
は
、
指
定
工
事
店
に
連
絡
し
、
下

水
道
に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
し
て
あ
る

の
に
、
工
事
店
の
都
合
で
な
か
な
か
工
事
に
入
ら

な
い
場
合
は
、
下
水
道
組
合
に
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
工
事
店
へ
の
指
導
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

＊
来
月
号
で
は
、
今
後
の
整
備
地
区
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

早
い
利
用
を
。
待
た
れ
る

一
、
七
八
九
世
帯
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下l ll田管工所 秋| |｣1456 丑22 4575
〔表2〕融資あっせん制度

{I)常北住宅設備
－－ 1 1 －

局秋797-9融資あっせん（無利子） 盆23 5653

くみ取り便所改造 浄化槽副

400,000円 200,00C

200,000円 200,00C

36か月 （以内）

＊印鑑証明書（本人、保証人）
*給与証明書､または所得証明書’
*納税証明書（本人）

浄化梢改

200,000

200,000

造
株)カセ住宅設備機器 高浜I11~3-87 a23 6321l槽目

2槽目

返済期間

円

円
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(MI)共立住設機器 大和町4-23 a23 5551
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」高萩まつりにみんなで参加しよう／

第24回 (市制施行40周年記念

"高萩まつり

閉日出,24日旧）㈹
も
う
す
ぐ
高
萩
ま
つ
り
で
す
。

い
な
せ
な
若
者
が
ま
ち
に
あ
ふ
れ
、

笛
や
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
み
こ
し
が
揺
れ
、
ま
ち
が
揺
れ
ま
す
。

色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
踊
り
の
輪
は
、

街
灯
の
光
を
浴
び
て
、
浮
か
び
あ
が
り
ま
す
。

通
り
の
両
側
に
は
、
裸
電
球
を
つ
け
た
露
店
が
並
び
、

子
ど
も
た
ち
の
喚
声
が
わ
き
あ
が
り
ま
す
。

今
年
の
お
ま
つ
り
は
、
天
気
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
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▲昨年の春日町みこし

23日(土)※雨天決行み
こ
し
の
か
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午後4時30分（駅前通り）
だし

口山車パレード

5時10分（駅前通り）

ロオープニング・パレード

ロみこしまつI)

6時（常陽銀行前）

口大和太鼓

6時30分（駅前通り）

口新庄踊りと松原音頭披撚

7時10分（本Ⅲ｣通り）

午後5時（駅前通り）
だ し

□みこし、山車の広場

各地区やグループからくり

だされる威勢のよいみこしや
た し

山車が集まります。
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篭f篭ﾂｰ識雍承

(とき） 7月23日出,24日旧）

※ハッピをお貨しします

詳しくは、常陸睦会,舂日町二世会

沼田裕一さんへ念222132
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(｣L洲部門）

り）

（自由部|:''])

口流し踊り

8時（本町通

口流し踊り

8時50分

口流し踊り コンテースト発表

職
ロテーマ高萩まつり

ロサイズ白黒、 またはカラーのキャビネ

以上で、パネルに張ること。

ー口応募資格と枚数市内に居住、 または

勤務している人で、 1人3枚まで。

（単写真のみ）

口展示・発表第15回高萩市産業祭に展示

口応募方法指定の応募票に記入し、 8月末ま・

に、高萩市観光協会へ。

交通規制があり〕ます騒鶏蔦灘蕊謹蕊鍵蕊鍾蕊鍵識牽蕊議

24日旧)午後5時から9時

”の部分
23日出午後5時から9時30分

鰯と鰯の部分

| ｜世
氏

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

応募者全員に記念品を差し上げます。

町内のまつりもあるヨ／楽しい夜店もいっぱい
, ,〆一~、 ■第19回大和町ふるさとまつり

, I

□と き 7月24日旧） 午後6時～8時30分

／喬苛I □ところ大和町児童公園

|蕊閻
I=云／

飛び入り大歓迎。
Y､ /'

参加者には記念品を差し上げます
、 /

、、ー〆

※詳しくは、今橋三郎さんへ恋22-2248


